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　40 数年に亘る教育研究生活を岩手県立大学で終えら
れることを、多くの皆様に感謝しております。意欲的
な学生、志を持った同僚に囲まれた 10 数年の研究教
育は短くもあり、達成感に満ちているとは言えません
が、充実したものであったと思っています。
　平成 7 年岩手県庁社会福祉部の O 氏から一本の電
話が架かってきたことが、新設予定の県立大学との関
わりの初めでした。すでに県立大学の新設の動きは報
道などで聞いており、宮古短大にも創設以来関わって
いたこともあり、また所属していた岩手大学の船越学
長が設置の責任者であることから準備のお手伝いをさ
せていただくことになりました。初めのころは全学の
学部体制も確定していなくて、第 4 学部が政策系と決
まるまでは、京極先生、後に総合政策学部長になられ
る社会学の細谷先生などと広く人間科学的な学部を検
討していたと記憶しております。総合政策学部が決
まってからは京極先生を中心に社会福祉学部として準
備に向かっていきました。既存の社会福祉系学部とは
違う先進的な方向を京極先生は強調しておられまし
た。社会福祉課題の動向を見据えて国際的な視野、福
祉経営の側面および心理学を重視するなどもその一端
でありました。もちろん福祉臨床的な基盤の強化も必
須なものと考えておりました。参加して 1 年くらいは
お手伝いのつもりでおりましたが、正式に社会福祉学
部の設置方針が確定するころ、多くの先生方に参加を
お願いするなどの学部創設の作業は相当責任のある仕
事であると思い始めました。なによりも盛岡市役所前
の建物の 4 階の設置準備室の雰囲気は私に相当の覚悟
を求めるものでありました。そこには K 準備室長そ
の後引き続き本学の事務当局を担ったＩ氏、Ｋ氏、Ｃ
氏、現事務局長の S 氏など県庁の精鋭が集まり、喧々
諤々教育論・大学論を戦わせ、申請準備作業がまさに
24 時間続けられておりました。私は岩手大学の仕事
を終え、午後 8 時頃からそれらに加えていただきまし
た。準備室に集まった皆さんの熱意と船越先生などか
らのお勧めもあり、大学の創設に正式に参加させてい
ただくこととなりました 1。それからは開設まで目ま
ぐるしい時間が過ぎていきました。　
　遅れておりました学部長予定者として斯界で高名な
高沢先生にご承諾いただいたことは関係者一同大変喜
んだところであります。先生にはご病身の中、社会福
祉学部の在り方について多くの指示をいただき設立に
こぎ着けました。又、学部開設から完成、その後の大
学院前期後期課程の設置まで学部の理論的支柱として
大変ご尽力いただきました。
　大学全体としては西沢先生が学長として就任される
ことになりますが、先生は当時の国立大学が執ってい
た研究費の配分の在り方などを改善し、一定の水準と
自由度の高い手法を提案され、このことは私も常々感
じていたことで、大いに意を強くしました。事務当局
のご理解もあり、この新方式は参加された先生方の賛
同を得たところです。しかし、研究水準を上げるなど
の本来の意図が十分浸透理解されないうち、様々な事
情からこの方式が維持できなくなったようですが、こ
のことの評価にはさらに時間が必要でしょう。西沢先
生は半導体研究の世界的権威でありますが、もちろん
教育に強い情熱を持ちと方向性を提示していただきま
した。先生がよく引用した言葉は米国教育学者のウイ
リアムウォードの「偉大な教師は学生の心に火をつけ
る（inspire）」という言葉でした。やはり教育は内発
的動機づけが肝要で、昨今問題となっている体罰など
は論外ですが、tell,explain,demonstrate も教師として
は上等ではないようです。西沢先生や塚本副学長など
大学の指導的立場にある先生は、私ども実務的に準備
岩手県立大学創設に参画して
＝基礎教養、体系的教育、人間教育を求めて＝
細　江　達　郎
１　しかし、この時点ではすでに校舎などのハード面の骨格は決まっており、学部棟は間に合いましたが、共通棟の階段教室の導
入などはすでに困難であり、1 年の逡巡は私にとっては反省するところです。
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をしているものに、専門教育には優秀な先生が集まっ
ているから、大学全体としては人間教育と卒業後就職
の充実を強く指示されました。西沢先生はご承知のよ
うに大変な教養人で、旧制高校の時代を経験されてお
られることもあり、大学における基礎教育、教養教育、
人間教育の充実を常にお話ししておりました。今では
どの大学でも当たり前の 1 年次のゼミや多様な教養科
目、総合科目などを開設し、これにほとんどの教員が
参加する仕組みが作られました。開設 1，2 年は専門
科目も少なく、多くの先生が進んでこれに取り組んで
いました。しかし、専門科目が開設され、さらに大学
院が創設されるにつれて、その積極的取組姿勢が薄れ
てきたことは否めないようです。法人化移行が日程に
上る頃、大学の新たな方向を見据えて「アクションプ
ラン」を作成することとなりました。これには数十名
の先生方が学部を越えて参加し、熱心な議論がなされ
たことを記憶しております。原案が出来上がったころ
西沢先生にお見せしたところ、言下に人間教育への取
り組みが欠落しているという強い指摘をいただきまし
た。その時、本学教育の基盤としての人間教育の重要
性を再認識いたしました。その後基礎教育、教養教育、
共通教育は専従の組織・スタッフが必要であるという
方向（その当時すでにかなり大学で設けていました）
に進み、第１ステップとしてのセンターが設置されま
した 2。その後諸般の事情で第 2、第 3 のステップへ
の進展が進まなかったことは心残りでありましたが、
近くそうした方向が具体化することとのお話を聞き、
なによりのことと思っています。第１ステップとして
のセンターに関わっていただいた先生方の中には、こ
れまで不完全なお気持ちの中過ごされてきた方がおら
れるのではないかと危惧しておりました。新たな組織
とそれによる人間教育の充実に、創設時同様にすべて
の先生方の熱意が結集されるものと思っております。
　卒業後の就職に関しては、大学開設直後から、先進
大学の取り組みなどを取り入れることや西沢学長他多
くの先生方が企業や施設等関係者との交流の場を作る
など、およそ現在行われているさまざま就職対策の原
型となるようなことを次々と実施していきました。多
くの内外関係者、なにより学生の意欲的な努力が、一
期生の高い就職率としてあらわれ、関係者一同胸をな
でおろしました。出口のことはやはり入口の入学者の
ことと対応します。一期生は通常とは別日程の入試な
ので応募者が殺到し空前の倍率中、校舎も完成してい
ないので、岩手大学や市内のほとんどの高校をお借り
して実施しました。さて県立大学ということから県内
高校生を一定割合推薦入試で合格させる方法は、近年
問題が多いといわれておりますが、当時盛岡近辺や東
北本線沿いでない県北や沿岸の高校生とその家族に
とって、この制度は大きな意味をもっていたようで
す。はじめて国公立に入学者を出した高校などから大
変喜ばれました。本来人材は偏在しているのではな
く、遍在しており、これを inspire するのが大学の役
目のようです。私自身、仙台の大学から前任の岩手大
学に赴任して、約 20 年それを大いに実感しておりま
した。もうひとつ入試のことですが、西沢先生がセン
ター入試を使用しない方針（一期生は上記のように参
加できなかった）を提示したことへの対応です。セン
ター入試の功罪は様々ですが、結局この方針を受け入
れたのはソフトウエア情報学部だけでした。社会福祉
学部の設置準備の先生方も相当悩み議論しましたが、
やはり基礎学力確保に自信が持てず、その方針を受け
入れることはできませんでした。総合政策学部も逡巡
したようですが、結論は同じでした。もし、センター
入試離脱の方針を全学で行ったら、センター入試を基
盤とする既成の大学入試制度に大きなインパクトを与
えたことになったであろう、今でも思っています。ま
た国公立では先鞭をつけた AO 入試も、その後拡大
していく方向を見据えていましたが、これも諸般の事
情であまり重点が置かれなくなったように思われま
す。入試制度は継続されていくと大学側の期待と受験
生・高校側の意図とが対応しなくなってくることが少
なくありません。不断の検証と、県立大学の特性をい
かし、高校や受験生との間の実質的な交流が必要なよ
うに思われます。
　私自身の県立大学での実際の教育は、満足の行くも
のではなかったと反省しております。せいぜい心掛け
ていたことは、学生に、今の講義は科学や学問、さら
には関連分野、他の講義とどのような関係があるか、
どの部分を扱っているのかを繰り返し話すことでし
た。体系を理解してほしい、また私が示すこの体系も
  2　その時の思いの一端は、細江「創刊の言葉」Liberal arts 1 －ⅰ 2007. １．に記しています。
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また別な体系から整理ができることも学生に話をして
いました。なかなか最近の学生には受け入れてもらえ
なかったのですが、ちょうど最近「本を読まない人間
はサルである」というコマーシャルが新聞に出ていた
のを援用するなど、読書の意義もいつも強調しており
ました。inspire は簡単ではありませんが、私の研究
はフィールドワーク系の社会心理学ですので、学生に
は現地や現場にでること、直接と人と会うことを進
め、またさまざまな作業の中で学生が役割を担っても
らうこと、学生に任せることを意識してやってきまし
た。人は自分が理解している認知の枠組みをあまり飛
び越えたものではなく、すぐ上のレベルものを提示さ
れればやる気が起き学習も進むといわれています。以
前の大学でも県立大学もそうした役割を担った学生が
驚くほど成長していくのを括目してみることは少なく
ありませんでした。本学は実習など現場にでる機会が
多いので、そうした成長は先生方も感じていることで
しょう。実習や実体験は感動的であり、そのインパク
トは少なくありません。しかし、ややもするとそれが
本筋になってしまう危惧があります。学生にそうした
体験や経験は単なる一部であり、個々の経験を位置づ
けることのできる体系を持つために知識能力を身に着
けることが大学で学ぶ意味であることを繰り返し指摘
する必要があります。実際は膨大な読書を背景に時代
背景の中、寺山修司が著した“書を捨てよ、町に出よ
う”をもじった、畏友の佐藤郁哉君のベストセラー
「フィールドワーク」（新曜社）の副題“書をもって
街にでよう”を若き学徒に送りたいと思います。
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